
食品の放射性物質の基準値は、四つの区分ごとに定められています。
「飲料水」については、①全ての人が摂取し、代替がきかず、摂取量が大きい、②
世界保健機関（WHO）が飲料水中の放射性物質の指標値（10Bq/kg）を提示、③水
道水中の放射性物質は厳格な管理が可能（下巻P42「上水道の仕組み」）といったこ
とを踏まえ、基準値（10Bq/kg）が設定されています。
「牛乳」では、①子供の摂取量が特に多い、②食品安全委員会の「小児の期間につ
いては、感受性が成人より高い可能性がある」との指摘から50Bq/kgに設定されま
した。
「乳児用食品」の区分では、食品安全委員会の「小児の期間については、感受性が
成人より高い可能性がある」という指摘から牛乳と同じ設定値（50Bq/kg）になり
ました。
「一般食品」は、①個人の食習慣の違い（摂取する食品の偏り）の影響を最小限に
することが可能、②国民にとって、分かりやすい規制、③コーデックス委員会（消費
者の健康の保護、食品の公正な貿易の促進等を目的として設置された政府間組織で、
食品の国際基準の策定等を行っている）等の国際的な考え方と整合するといったこと
を踏まえ、基準値（100Bq/kg）が設定されています。
（関連ページ：上巻P174「食品中の放射性物質に関する指標」）
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